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緒 言

犯罪の捜査上尿斑 の検査が必要な場合があ

る.尿 の証明は尿中に含有す る有形成分,す な

わ ち,尿 道 の上皮 細胞,腎 臓の上皮細胞,円 柱

等お よび尿素,尿 酸等 の検出に よる.し かし尿

斑 の場合では これ らの証明はなか なか容易で

な く,と くに少量の場合におけ る尿素,尿 酸 の

検出はむづか しい.最 近Thomaよ びKuch

inkeが 尿中に含有す る尿素をUreaseを もつ

て分解 し,分 解 されたNH3をNesslerの 試

薬を もつて呈色,検 出して,も つて尿斑の証

明 とす る方法を発表 しているが,私 は同法に

興味を感 じこれを追試,改 良すると ゝもに,

さらに尿中に含 有す るChlorideが 逐 日に 周

囲か ら拡 散 す る状 態 を,さ き に発表 した

Chloride反 応を もつて現出し,そ の陳旧度に

ついて実験 し が,そ の結果 について報告す

る.

1.　尿斑 の証明.

実 験 方 法

原理:

Ureaseは 尿素 の分 解 酵 素で あ り,同 酵 素 を

尿 に くわ え る ことに よ り尿素 はNH3お よび

CO2に 分 解 し,こ のNH3をNesslerの 試薬

を もつ て検 出 して,尿 斑 を判定 す る もので あ

る.

操作:

尿 斑 の1.0糎 平 方大(ま た は適 当量)を 小

試 験管 中の0.5～1.0ccの 蒸溜水 に ご まか く

ゝだ き投 入 し,約1時 間37℃ の孵 卵 器 に放

置 して とき どき硝子 棒 を もつ て 攪拌 し,尿 中

の尿 素 の溶 出に つ とめ る.こ の浸 出 液 を新 鮮

な1% Urease溶 液1.0ccを い れた 小試 験管

に くわ え て密栓 し,孵 卵 器 内に 暫時 放 置す る.

つ ぎ に短 冊形 に ほ そ く切つ た 濾紙 の さきに

Nesslerの 試 薬 を ひた し,こ の小 試 験管 内に

下垂,密 栓放置すれば尿素の存在 によ り濾紙

の先端は褐色に変色す る.

実 験 成 績

1.　 尿素にたいす る鋭敏度.

まづ 本法が尿素についていかなる鋭敏度を

有す るか否かを検出したが,尿 素0.1mgま

でその判定は可能であつた(表1).

表1

2.　 正常尿,腐 敗尿お よび加 熱尿にたいす

る鋭敏度.

つぎに正常尿,放 置腐敗尿お よび重湯煎上

において1時 間加温 した各尿について本法を

こゝうみたが,表2の ごとく,各 尿 ともに腐

敗,加 熱の影響はほ とん どな く,加 熱濃縮尿

ではかえつてその鋭敏度を増加 し,ピ ペ ット

の一滴尿について も確実に判定 された.

3.　 放置尿お よび尿斑.

尿な らびに布 に附着した尿斑を室 内に放 置

して,逐 日的に検査 した成績は表3の ごと く

であ り, 300日,す なわち約10ケ 月後におい

て も確実に尿な らびに尿斑の証明ができた.

以上 のごとく, Ureaseに よ り尿 中の尿素を
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NH3に 分解 し, Nessler試 薬 を もつて呈色,

検出す る方法は鋭敏度たか く,か つ尿の腐敗,

加熱お よび放 置等に影響な く証明できるか ら,

法医学上の尿斑の証明法 として使用でき る方

法 と思考す る.

表2

表3

Ⅱ.　尿斑 の陳 旧度 判定.

尿 斑 は また,そ の陳 旧 度が 問 題 とな る場 合

が あ る.現 在,か ゝる場 合 の 判定 法は まつ た

く存 在 しな い.私 は さきに血 痕 そ の他 の斑 痕

につ い てChloride反 応 を 利用 して,そ の陳 旧

度 判定 に つい て 報告 したが,こ れ を 尿斑 に つ

い て 斑 中に 含有 す るChlorideの 拡散 状 態 を も

つ てそ の陳 旧度 の判定 を 企 図 した .

実 験 方 法

原 理:

尿 斑 に含有 す るChlorideを 硝酸 銀 に作 用 せ

しめ,生 成 す る塩 化 銀 をFormalinを もつ て

銀 に還 元,固 定 す る もので あ る.

操 作

1.　 まづ 尿斑 の附 着す る布 また は紙 を0.5

%の 硝 酸 銀溶 液 に ご く短 時 間浸 漬 す る.

2.　 つ ぎに1%の 硝 酸銀 溶 液 に約2分 間程

度 浸 潰 し,さ らに溶 液 を と りか え て二,三 回

この 操作 を く りか えす.

3.　 つ ぎに 水 を もつ て短 時間 水 洗 す る.

4.　 つ い でFormalin 1液 と1% NaOH

溶 液9容 の混液 に浸 漬 し,尿 斑 の周 囲に 拡散

す るChlorideの 像 が適 度 に 現 出す る まで 浸漬

す る.

5.　 水 洗,乾 燥 す る.

実 験 成 績

木 綿 の布 お よび紙 に 同一 容 量 の ピペ ッ トを

もつ て尿 の1滴 を滴 下 して室 内 に放 置 した尿

斑 に つい て逐 日的に 周 囲 か ら 拡散 す るChlo

rideの 巾を計 測 した.私 は血 痕 の 実 験 に おい

て,斑 痕 中 に含 有す るChloride量 は そ の拡散

度 に た い してほ とん ど影響 な く,ま た極 端 に

湿 度 のた か い梅 雨期 以外 は季 節的 に もそ の拡

散 度 には ほ とん ど著 差 は み とめ られ な い こと

を 報告 した.尿 斑 の場 合 にお いて も以上 は適

用 され る もの であ る.本 実 験 は9～11月 に お

いて お こなつ た.

a.　 布 に 附 着 した 尿斑 .

前述 の ご と くに して作 製 した 木 綿布 附 着 の

尿斑 を室 内に 放 置 して,逐 日的 に そ の尿斑 周

囲か ら拡散 す るChlorideの 巾を計 測 した成 績

は図1の ご と くで あ る.

す なわ ち,放 置翌 日に は0.5mm, 5日 目に

は1.0mm, 7日 目には2.0mm, 10日 目には

2.5mm, 20日 目には3.0mm, 30日 目に は3.5

mm, 40日 目に は4.0mm, 50日 目に は4.5mm, 

60日 目に は5.0mm… … と比較 的 規 則た ゞし く

逐 日的 にChlorideが 上 記 の 巾を もつ て 尿斑 周

囲 か ら拡散 す る こ とが 判 明 した.

b.　 紙 に附 着 した 尿斑 .

つ ぎに上 記 の ご と くに して一 般 に使 用 され

る新聞紙 の ご とき紙 質 の洋 紙 に附 着せ しめ た

尿斑 を室 内 に放 置 して そ の周 囲 か ら拡散 す る



尿斑の法医学的証 明について　 1243

図1
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図1　 (つ づ き)
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Chlorideの 巾を計測 したが,こ の場合におい

て も前項木綿に附着 した尿斑 の場合 とほ とん

ど同様 の逐 日的変化を示した.

以上 のごと く,尿 斑について も血痕,精 液

お よび唾液斑 の場合同様,そ の中に含有 する

Chlorideは 逐 日的に比較的規則た ゞし く尿斑

周囲か ら拡散す るか らChloride反 応を もつ て

その拡散 巾を現出 し,そ の巾を計測する こと

を もつて尿斑 の陳 旧度 を判定 す ることは可能

であ る.

結 論

1.　 尿斑中の尿素をUreaseを もつてNH3

に分解 し,こ のNH3をNesslerの 試薬を も

つ て検出 して,尿 斑の証明 とす ることがで き

る.

2.　 該 法は鋭 敏 度 たか く,腐 敗,加 熱お よ

び放 置 尿 に も使 用 で きるか ら,法 医学 的 の 尿

斑 の証 明 としては 良法 と思 考す る.

3.　 尿斑 に含 有 す るChlorideは 逐 日的 に比

較的 規 則 た ゞし く尿斑 周 囲 か ら拡散 す るか ら,

これ をChloride反 応 を もつ て現 出 し,そ の拡

散 巾を計 測 す る ことに よ り尿斑 の陳 旧 度 を判

定 す る こ とが で き る.

なお,本 論文の要旨は第4回 九州法医集談会にお

いて発表 した.

稿を絡 るにのぞみ,指 導ならびに校閲を賜わ りた

る三上敎 授に深謝す る.
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On Medicolegal Demonstration of Urinestain

By

Takasi Raisen

1. By using Nessler's reagent, it is possible to detect NH3 into which the urea contained
 in the urinestain has been resolved, and to demonstrate the urinestain.

2. As the above method is high in the degree of sharpness, and is applicable to decom

posed urne, heated one, and one left alone, it is considered the best one for the legal-medical
 demonstration of urinestain.

3. As the chloride contained in the urinestain is comparatively regularly diffused with 

the lapse of time away from the circumference of the urinestain, it is possible to judge the
 degree of oldness of the urinestain by measuring the width of the diffusion of the chloride

revealed by means of chloridereaction.


